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「 チ ャ レ ン ジ は 、 町 田 の 文 化 で す 。」

　町田市は、古くから東西南北の交通の要衝として栄
え、さまざまな世代、多様な人材が行き来する中で、
古くからの慣習にとらわれない、自由なチャレンジの
文化が育まれたまちです。市内産業は、事業者それぞ
れの知識とアイデア、そしてお互いの連携で、新たな
価値を日々生み出し、発展を続けてきました。
　そして今、私たちの生活を取り巻く環境は急激な変
化の時代にあります。今から約 10 年前の 2008 年、日
本でスマートフォンが発売されました。当時の所有者はごく僅かでしたが、
その後保有率が急速に伸び、今では普段の生活に無くてはならないものとな
りました。例えばネット通販で日用品を購入するだけでなく、今や実店舗で
の買い物もスマートフォンひとつで決済が完了するなど、キャッシュレス化
が加速しています。また、スマートフォンの利用が進むと同時に SNS が普
及し、人との繋がりやコミュニティが世界に広がり、個人の情報発信力が強
まることで、人々の価値観も多様化しました。
　10年前、私たちの生活がこんなにも変化していることを想像できたでしょ
うか。これからの10年を考えると、これまで以上のスピードで技術が進歩し、
思いもよらないイノベーションが生まれていることと思います。町田市を取
り巻く環境も大きく変わり、多摩都市モノレールの町田方面延伸や中心市街
地のまちづくりなど、ハード面でも大きな転換期を迎えます。
　このような環境変化の中においても、町田市が活気に溢れ、企業からも、
働く人からも、「選ばれるまち」であり続けるためには、経済活性化という枠
にとどまらず、まちづくりを牽引する先導役として、市内産業が発展を続け
ることが重要です。
　この計画は、激しい変化の中でも生き残り、成長していこうとする事業者
のチャレンジを全力でサポートするものです。チャレンジマインドが根付い
た町田市で、ともに変化の時代を乗り越えていきましょう。

　2019年３月

町 田 市 長   石阪 丈一
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まちだ未来づくりプラン

基本目標Ⅲ 
「賑わいのあるまちをつくる」

町田市産業振興基本条例

基本
方針

産業間及び業種間の連携による
産業の強化及び育成を図る。
生活者にとって価値の高い産業の
強化及び育成を図る。
事業者の創意工夫及び自立的な
発展を促進する。

地域の人材を活用した新たな
ネットワークを形成する。

地域資源の積極的な活用を図る。

町 田 市 産 業 振 興 計 画 1 9 - 2 8

1
基本
方針2
基本
方針3
基本
方針4
基本
方針5

関連計画
町田市観光まちづくり基本方針
町田市中心市街地まちづくり計画

町田市農業振興計画

連 携

CHAPTER1 計画の概要

計画策定の趣旨1.

計画期間2.

　町田市では、「町田市産業振興基本条例」に基づき策定した「町田市産業振興計画」（2009年度～
2013年度）及び「町田市新・産業振興計画」（2014年度～ 2018年度）に従い、創業支援施設の整
備やものづくり事業者への支援制度創設など、さまざまな産業振興の取り組みを進めてきました。
　技術の革新、消費行動や働き方の変化など、目まぐるしく変化し続ける社会環境の中、今後もビ
ジネスの場や働く場として町田市が「選ばれるまち」であり続けるために、10年後、更にその先の
市の姿を見据えた産業振興の方向性を示す「町田市産業振興計画19-28」を策定しました。

　2019年度～ 2028年度

M a c h i d a  I n d u s t r y  V i s i o n  1 9 - 2 8

計画の位置づけ3.

実行計画4.

　本計画は町田市基本計画「まちだ未来づくりプラン」を上位計画とし、「町田市産業振興基本条
例」に基づき、策定します（図表 1）。なお、本計画に位置付ける施策については、「町田市観光ま
ちづくり基本方針」や、「町田市中心市街地まちづくり計画」、「町田市農業振興計画」等の関連計
画と連携しながら取り組みます。

　本計画で目指す将来像の実現に向けて、具体的な事業とその取り組みを示す実行計画を別途策
定します。実行計画の計画期間は 5 年間（前期：2019 ～2023 年度、後期：2024 ～2028 年度）とし
ます。

本計画の位置づけ図表1

ショッピングセンターが建ち並ぶ町田駅前

町田薬師池公園四季彩の杜　薬師池 尾根緑道の桜 200匹のリスと触れ合える「町田リス園」
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CHAPTER2
町田市の産業の概観1.

ア）事業所数・従業者数
　2016年の町田市の民営事業所数は12,106事業所、従業者数は134,323人となっています（図表2）。
　2009 年から 2012 年にかけて事業所数・従業者数ともに一時減少しましたが、2014 年には
2009 年に近い水準に回復しました。2014 年から 2016 年にかけて、従業者数は概ね横ばいで推移
していますが、事業所数は減少しています。

イ）町田市の産業構造
　町田市の民営事業所数について、2016年の産業別構成比を見ると、「卸売業，小売業」の割合が
24.7%と、全産業の中で最も高くなっています（図表3）。また、従業者数の産業別構成比を見ても

「卸売業，小売業」が22.2%と最も高く、町田市は「商都町田」と称されるように、商業の存在感が
大きいまちです（図表 4）。そのほか、「宿泊業，飲食サービス業」、「医療，福祉」が事業所数・従
業者数ともに全産業に占める割合の大きな産業となっています。
　2009年から2016年にかけての事業所数の増減率を見ると、「医療，福祉」が27.6%と大きく増加
している一方、それ以外の業種では事業所数が減少しているものが多く、特に「製造業」（△24.8%）

や「情報通信業」（△18.7%）、「建設業」（△15.3%）において減少率が高くなっています。
　2009年から2016 年にかけての従業者数の増減を見ると、「医療，福祉」では6,997人（38.8％）
と大きく増加しています。一方、「情報通信業」、「建設業」、「製造業」ではいずれも 15% 以上の減
少がみられます。
　「卸売業，小売業」の事業所数は213 事業所（6.7%）の減少、従業者数は2,525 人（7.8%）の減
少となっており、現在も商業は町田市の主要な産業ですが、規模が縮小傾向にあります。

町田市の産業構造1

出所：総務省統計局「経済センサス」

出所：総務省統計局「経済センサス」

出所：総務省統計局「経済センサス」

町田市の民営事業所数・従業者数図表2

町田市の事業所数（産業大分類別）図表3

町田市の従業者数（産業大分類別）図表4

産 業 大 分 類 事 業 所 数 構 成 比（％）
2009年 2016年 増減率(%) 2009年 2016年

農業,林業,漁業 37 28 △24.3 0.3 0.2
鉱業,採石業,砂利採取業 1 0 △100.0 0.0 0.0
建設業 1,315 1,114 △15.3 10.4 9.2
製造業 601 452 △24.8 4.7 3.7
電気・ガス・熱供給・水道業 3 3 0.0 0.0 0.0
情報通信業 252 205 △18.7 2.0 1.7
運輸業,郵便業 172 155 △9.9 1.4 1.3
卸売業,小売業 3,203 2,990 △6.7 25.3 24.7
金融業,保険業 225 204 △9.3 1.8 1.7
不動産業,物品賃貸業 1,031 928 △10.0 8.1 7.7
学術研究,専門・技術サービス業 711 692 △2.7 5.6 5.7
宿泊業,飲食サービス業 1,568 1,546 △1.4 12.4 12.8
生活関連サービス業,娯楽業 1,179 1,167 △1.0 9.3 9.6
教育,学習支援業 614 646 5.2 4.8 5.3
医療,福祉 1,045 1,333 27.6 8.3 11.0
複合サービス事業 46 43 △6.5 0.4 0.4
サービス業(他に分類されないもの) 663 600 △9.5 5.2 5.0
全産業 12,666 12,106 △4.4 100.0 100.0

産 業 大 分 類 従 業 者 数 構 成 比（％）
2009年 2016年 増減率(%) 2009年 2016年

農業,林業,漁業 250 198 △20.8 0.2 0.1
鉱業,採石業,砂利採取業 2 0 △100.0 0.0 0.0
建設業 8,093 6,429 △20.6 6.0 4.8
製造業 9,543 7,866 △17.6 7.1 5.9
電気・ガス・熱供給・水道業 193 214 10.9 0.1 0.2
情報通信業 2,968 2,204 △25.7 2.2 1.6
運輸業,郵便業 4,616 5,296 14.7 3.4 3.9
卸売業,小売業 32,351 29,826 △7.8 24.0 22.2
金融業,保険業 3,583 3,626 1.2 2.7 2.7
不動産業,物品賃貸業 5,147 5,303 3.0 3.8 3.9
学術研究,専門・技術サービス業 3,485 3,561 2.2 2.6 2.7
宿泊業,飲食サービス業 18,147 17,936 △1.2 13.5 13.4
生活関連サービス業,娯楽業 8,031 7,665 △4.6 6.0 5.7
教育,学習支援業 11,187 9,970 △10.9 8.3 7.4
医療,福祉 18,025 25,022 38.8 13.4 18.6
複合サービス事業 652 858 31.6 0.5 0.6
サービス業(他に分類されないもの) 8,319 8,349 0.4 6.2 6.2
全産業 134,592 134,323 △0.2 100.0 100.0

町田市の産業をめぐる現状と課題
M a c h i d a  I n d u s t r y  V i s i o n  1 9 - 2 8
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製造品出荷額等（左目盛） 事業所数（右目盛）
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製造業等の事業者 商業等の事業者

　商業統計に基づく 2016 年の年間商品販売額は 6,602 億円であり、2012 年以降は増加が続いて
います。なお、2004 年～ 2007 年の間は 7,000 億円を超える水準で推移していました（図表 5）。
2012 年以降、商業統計調査の対象事業所の把握方法が変更されたため、2007 年以前と 2012 年以
降を単純に比較することはできませんが、この間に年間商品販売額が大きく減少している可能性が
あります。
　また、町田市が2018年3月に実施した「消費行動実態調査」において、町田市に在住する回答者の
うちネット通販を「まったく利用していない」との回答は8.5%であり、大多数の方がネット通販を利
用していることが分かります。特に、書籍やCDについては、主な購入先として約4割の方が「ネッ
ト通販」と回答しており、これらの結果が、年間商品販売額の動きに影響していることも考えられます。

　工業統計に基づく製造品出荷額等（従業者数4人以上の事業所）を見ると、2010年から2012年
にかけて減少したのち、2013年以降は増加に転じ、2015年には1,287億円まで増加しました（図
表 6）。増加の要因としては、主に食料品製造業における出荷額の伸びが影響しています。ただし、
2015年から2016年にかけては減少し、2016年の製造品出荷額等は942億円となっています。また、
従業者数 4 人以上の事業所数は 2011 年から 2014 年にかけて減少し、2015 年は 178 事業所と増加
しましたが、2016年には129事業所まで減少しています。

出所：経済産業省「商業統計」

出所：経済産業省「工業統計」

※商業統計について、2007 年以前と2012 年以降では対象事業所の把握方法が異なるが、参考値として2007 年以前の数値も記載している。

※「無回答」には、複数の選択肢を回答したために無効回答となっているものを含む。

町田市の年間商品販売額図表5

町田市の製造品出荷額等（従業者数 4 人以上の事業所）図表6

出所：総務省統計局「経済センサス」から算出

出所：町田市「事業者アンケート」

町田市及び周辺市の開業率（2014 ～ 2016 年）図表7

他の事業者等との連携の状況図表8

　町田市の 2014 年から 2016 年にかけての開業率は 6.4% で、近隣市と比較して高い水準にありま
す（図表7）。中でも「教育・学習支援業」（9.4%）、「医療，福祉」（8.4%）、「情報通信業」（8.0%）、

「宿泊業，飲食サービス業」（7.6%）などの開業率が高くなっており、IT や医療・福祉などの新た
な成長分野において事業所の開業が多くなっています。
　また、起業・創業を支援する町田新産業創造センターには多くの相談が寄せられており、創業支
援のための個室の入居率は、ほぼ 100％の状態が続いています。このことからも、町田市では、起
業・創業を目指す人が多いことが分かります。

　町田市が2018年3月に市内事業者を対象に実施した「『（仮称）町田市産業振興計画』策定に係る
アンケート調査」（以下「事業者アンケート」）の結果によると、アンケートに回答した事業者の 7
割以上が新たな事業展開に関心を持っており、取り組みたい内容として「販路開拓」や「新分野へ
の進出」などが多くあげられています。また、他の企業や研究開発機関と連携した取り組みについ
ては、「取り組んでいる」または「取り組みたいと考えている」という回答が製造業等では63.2%、
商業等では59.0%を占めています（図表8）。
　これらのことから、新規の事業展開や外部との連携を通じて、自社の競争力の強化や付加価値の
向上、事業の拡大を図っていくことに前向きな事業者が多いといえます。

起業・創業の状況2

競争力強化や付加価値向上への意欲3
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n=163

n=117

人手不足
諸経費の増加

国内企業との競争激化
事業承継・後継者問題

原材料の高騰
業績の不振
資金調達

新技術・ノウハウの不足
設備の不足・老朽化

広報・PR
敷地・施設の面積が手狭
海外企業との競争激化

情報セキュリティ等の情報管理
周辺住民との共存
特に課題はない

その他
無回答

販売先や取引先の開拓
商品やサービスの魅力づくり

後継者の確保・育成
人材の確保

顧客ニーズへの対応
経営力の強化
PR・情報発信

店舗・設備の老朽化対策
資金調達

品ぞろえの充実
業務効率化

技術・技能の向上・継承
顧客データの収集

ICTの活用
特に課題はない

その他
無回答

80%60%

80%60%

40%

40%

20%

20%

0%

0%

45.4%
36.8%

30.1%
25.2%

23.3%
20.9%
20.9%
20.9%
20.2%

12.9%
10.4%
9.2%

4.3%
3.1%
2.5%
4.3%
3.1%

41.0%
34.2%
34.2%

30.8%
27.4%

23.9%
21.4%
20.5%
20.5%

18.8%
18.8%
17.9%

8.5%
4.3%
4.3%
6.0%

3.4%

製造業等の事業者

商業等の事業者

出所：町田市「事業者アンケート」

市内事業者の今後の事業継続に関する課題図表9

　経済センサスに基づいて算出した結果によれば、2014年から2016年にかけての町田市の廃業率
は9.3%と、同期間の開業率（6.4%）を上回っています。
　事業者アンケートでは、今後の事業継続に関する悩みとして、製造業等の事業者では「人手不足」
の回答割合が最も高く、次いで「諸経費の増加」、「国内企業との競争激化」、「事業承継・後継者問題」
となっています。一方、商業等の事業者では「販売先や取引先の開拓」の回答割合が最も高く、次い
で「商品やサービスの魅力づくり」、「後継者の確保・育成」、「人材の確保」となっています（図表9）。

事業継続に関する課題4
町田市の取り組みの状況と課題2.

　町田市では、市内事業所数の増加や新たなビジネスチャンスの創出を目指し、2013 年 4 月に創
業支援施設「町田新産業創造センター」を開設しました。また、2014年には産業競争力強化法に基
づく創業支援事業計画「町田創業プロジェクト」を策定するなど、支援機関が連携しながら起業・
創業の支援に取り組んできました。

　町田商工会議所、町田新産業創造センター、金融機関を含めた地域プラットフォームを形
成し、町田市や近隣地域で創業する事業者への厚みのある支援と潜在的な創業者の掘り起し
を行っています。町田創業プロジェクトを通じて支援を受け、市から証明書が発行された方
は以下の特典が受けられます。

▶�創業者及び創業希望者への相談対応
▶�町田創業〜ファーストステップ相談会〜
▶町田創業〜ファーストステップセミナー〜
▶�まちだ女性創業スクール

▶�創業者及び創業希望者への相談対応
▶�融資に関する相談対応

より多くの創業を後押しするとともに、創業後の事業拡大を支援することが求められます。
・�町田新産業創造センターのインキュベーションマネージャー（相談員）の充実や施設

規模の拡大など、ソフト・ハード両面における機能強化
・�創業スクールやセミナー、個別相談を受けて起業・創業した方に対するアフターフォ

ローの充実
・�町田新産業創造センターを卒業する事業者の市内定着

起業・創業の促進1

取り組みの概要

これまでの取り組みの課題

町田創業プロジェクト（2019年3月現在）

会社設立にかかる登録免許税を50％減税

創業関連保証の対象が、創業2ヵ月前から創業6ヵ月前に拡大

日本政策金融公庫の新創業融資制度における自己資金要件の緩和

町田市中小企業融資制度「創業資金」において、利子を全額補助

1
特 典

2
特 典

3
特 典

4
特 典

町田新産業創造センター

金融機関

▶�創業者及び創業希望者への相談対応
▶��創業スクール
▶��経営力向上セミナー

町田商工会議所

▶�創業者の相談内容に応じた、支援機関及び支
援メニューのご案内

▶�町田新産業創造センターと町田商工会議所の
創業支援事業に対するサポート

町田市
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　町田市では、これまで、事業者の多様なニーズに対応しながら、販路拡大や付加価値向上、異業
種連携、資金調達などに関する支援を行ってきました。2018 年 4 月には、多摩地域における小規
模事業者の事業承継や事業継続をサポートするため、町田商工会議所内に「多摩ビジネスサポート
センター」が開設され、支援窓口の充実が図られました。

事業者の課題に応じた支援2

取り組みの概要

　町田市では、これまで、多くの人が集い、買い物や娯楽を楽しむことが出来る「活気ある商業空
間」をつくることを目的に、商店街や中心市街地の活性化に取り組んできました。また、事業者が
活発に活動できる環境づくりとして、企業誘致制度の創設や働く人に対する支援を行ってきまし
た。

賑わい創出や働く人に対する支援3

取り組みの概要

時代の変化や支援ニーズに応じた制度の充実が求められています。

時代の変化や地域特性に応じた支援が求められています。

・�特許取得後の製品化や事業化、トライアル発注商品への認定後の販路拡大など、事
業拡大につながる支援の充実

・�異業種連携によって生まれた商品・サービスのブランド化に向けた継続的な支援
・�農業者や商工業者、教育機関など、異業種・異分野のマッチングの更なる促進と、

事業化に向けた支援の拡充
・�安定した事業の継続や、円滑な事業承継に向けた支援の拡充

・�個別の商店会の特徴を考慮した、商店街の魅力を高めるための継続的な支援
・�時代の変化に対応した、多様な働き方に対する支援の充実
・�町田市の立地の特性を生かした事業者の誘致

これまでの取り組みの課題

これまでの取り組みの課題

▶ �各種産業見本市や展示会への出展支援
▶ �特許・実用新案権等取得支援

▶ �農業者と商工業者の連携による商品開発
の支援

▶ �2016年度から2030年度を計画期間とする「町田市中心市街地まちづくり計画」に基づき、
「原町田大通り 憩いと賑わい空間を創出するプロジェクト」等、10のプロジェクトを推進

▶ �商店会が実施するイベント事業や施
設の整備を支援

▶ �商店会に中小企業診断士等の専門家
を派遣し、課題解決を支援

▶ �町田市トライアル発注認定商品の認定
	� ユニークな技術・アイデアによって生まれ

た新規性のある商品・サービスを、市が認
定して広くPR。

▶ �特許・実用新案権等取得支援
▶ �町田生まれ・町田育ちの優れた「まちだ

のイチオシ！」商品やサービスのPR

▶ �中小企業融資制度
	 市内の中小企業者が事業を行う上で必要な資金を円滑に調達できるよう、利子の一部を補助。
▶ �クラウドファンディングによる資金調達支援
	� 町田新産業創造センターが、クラウドファンディングネットワーク「FAAVO東京町田」のエリアオー

ナー（地域の窓口）として、クラウドファンディングにチャレンジする事業者をサポート

▶ �町田市企業等立地奨励事業により、市内に事業所を新設・増設する事業者に奨励金を交付
し、設備投資を支援

▶ �多摩ビジネスサポートセンターによる事
業承継支援

▶ �町田商工会議所等の支援機関による相談
対応

▶ �一般財団法人町田市勤労者福祉サービスセンターによる、市内の中小企業で働く人を対象
とした福利厚生サービスの提供

▶ �優れた技能を持つ勤労者や、永年にわたって市内に勤務し、産業の振興に寄与した方の表彰

販路の開拓・拡大

商品開発・異業種連携

中心市街地の活性化

商店街の活性化

付加価値向上

資金調達 企業誘致

事業承継

経営相談・サポート
働く人に対する支援

新設の場合
➡固定資産税、都市計画税及び事業所税の合計額を5年間（上限：8,000万円）
増設の場合
➡固定資産税、都市計画税及び事業所税の合計額の1/2相当の金額を3年間（上限：4,000万円）

奨
励
金
の
例

町田市

イベントの実施

施設の整備

課題解決支援

派遣依頼

支援

専門家

商店会

「まちだのイチオシ！」商品

町田市名産品
食品・加工品・工芸品

トライアル発注認定商品
製品・サービス

まち☆ベジ
農作物
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年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 老年人口(65歳以上)（実績値） （推定値）

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

500

400

300

200

100

0

千人

273.6

49.7

277.3

54.3

271.2

58.2

263.7

57.3

260.1

54.3

257.6

50.2

249.4

47.1

234.1

43.8

213.4

41.7

198.8

40.6

189.3

39.4

183.2

38.0

178.0

36.1

54.2 73.9 87.9 105.6 115.2 118.3 122.2 130.7 142.4 146.5 144.8 138.0 128.4

405.5 417.4 426.6 429.6 426.1 418.7 408.5 397.5 385.9 373.5 359.2 342.5
377.5

2015年2005年

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0%

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0%

男　性 女　性

町田駅
成瀬駅

玉川学園前駅

鶴川駅

橋本駅

相原駅

長津田駅

南町田駅

八王子駅

多摩境駅

横浜町田ＩＣ

名古屋 品川

横浜小田原・
片瀬江ノ島

御殿場

渋谷

新宿

神奈川県

東京都
リニア中央新幹線（予定）

京王相模原線

国道16号線

ＪＲ横浜線

小
田
急
線

東急
田園
都市
線

東
名
高
速国
道
24
6号
線

電車でのアクセス

空港行き高速バスでのアクセス

車でのアクセス

町田バスセンター

小田急線町田駅
（快速急行利用）

ＪＲ横浜線町田駅
（快速利用）

東急田園都市線
南町田駅
（急行利用）

新宿駅
片瀬江ノ島駅
小田原駅

横浜駅
橋本駅
八王子駅

渋谷駅
二子玉川駅

羽田空港
成田空港

約30分
約33分
約52分

約28分
約11分
約22分

約32分
約21分

約60分
約135分

東名高速道路
横浜町田ＩＣ

圏央道
相模原愛川ＩＣ

約16分
約55分

約13分
約11分

東京ＩＣ
御殿場ＩＣ

八王子ＪＣＴ
海老名ＪＣＴ

※上記は実際の運行状況、交通状況により異なります。

町田市の産業をめぐる状況の変化3.

ア）将来の人口
　町田市未来づくり研究所の行った町田市の将来人口推計では、2020 年までは人口の増加が続き
ますが、その後は減少に転じるとしています（図表10）。生産年齢人口（15 ～ 64歳）は2005年をピー
クに減少が続いており、今後も同様の傾向が続くと推計しています。企業等においては、このよう
な状況を踏まえ、事業継続に必要な人材を確保するための対策を取っていくことが重要になります。

イ）労働力率の変化
　2015 年の町田市の女性の労働力率（総人口に占める、就業者と完全失業者の割合）を見ると、
2005 年と比較して高まっていることが分かります（図表 11）。また、男性では 25 ～ 59 歳のいず
れの年齢層においても労働力率が 90％以上であり、年齢による差は見られませんが、女性では全
体的に男性より低く、特に30 ～ 40歳代の値が低くなっています。

将来の人口と労働力1

出所：町田市「住民基本台帳」（2000 ～ 2015年）　町田市未来づくり研究所「将来人口推計」（2020 ～ 2060年）

※2015 年の労働力率については、労働力状態「不詳」を除いて算出　　出所：総務省統計局「国勢調査」

町田市の総人口の将来推計（各年 1 月 1 日）図表10

町田市の労働力率の推移図表11

　首都圏南西部に位置する町田市は、新宿を始めとした東京都区部、京浜臨海部へのアクセスが良く、
約230万人の大規模な商圏人口や、周辺地域を含む高度な企業集積など、ビジネス面で有利な環境
にあります。
　首都圏における交通網の整備予定等を見ると、今後は広域幹線道路ネットワーク構築のほか、リ
ニア中央新幹線の開通による人口5,000万人規模の新たな交流圏（スーパーメガリージョン）の形
成などにより、人の流れや商圏の範囲が大きく変化する可能性があります。
　町田市でも、2018年3月の小田急線複々線化に伴うダイヤ改正により、ラッシュピーク時の新
宿までの所要時間が49分から37分へと短縮されました。加えて、多摩都市モノレール及び小田急
多摩線の延伸が実現すると、更に交通利便性が高まります。これらにより、通勤の利便性向上だけ
でなく、モノレールの導入路が整備されることで、物流などの面でも市内の事業環境の向上が期待
されます。また、生活や消費の面でも人の流れが変化することが予想されます（図表12）。
　また、2019年にはラグビーワールドカップ、2020年には東京オリンピック・パラリンピック競
技大会と、大規模な国際大会の開催が続くことで、外国人観光客を中心に国内外からの来訪者が増
加し、全国的に観光業や商業が活性化することが期待されます。
　町田市も、複数の国の代表チームの公認キャンプ地やホストタウンに決定しており、これらの大
会が、地域産業活性化や観光振興等において大きなインパクトになることが予想されます。

交通網や人の流れの変化2

町田市からのアクセスマップ図表12
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Business- COLUMN

　近年では、さまざまな産業分野において IoT・ビッグデータ・AI・ロボットなどの新技術の普及
が進むなど、「第 4 次産業革命」が急速に進展しています。今後は、これらの技術を用いた生産性
の向上や、個人のニーズに応じた製品・サービスの提供が行われるようになると期待されているほ
か、これまで不可能と思われてきたことが実現できるようになり、社会全体の姿が大きく変化する
可能性があります。
　このような動きの中、国ではこれらの先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、さまざま
な社会問題を解決する「Society5.0」という社会の姿を掲げ、この実現に向けた取り組みが進めら
れています（図表13）。

　2018 年 6 月に国が発表した「未来投資戦略 2018」では、2020 年までの 3 年間を「生産性革命・
集中投資期間」とし、大胆な税制、予算、規制改革など、あらゆる施策を総動員することが掲げら
れています。
　同戦略の中では、今後の数年間を「Society5.0」の実現に向けた勝負どころと位置づけ、「物事
が目に見えて変わり始めること」が実感できるスピード感が重要であるとし、集中的に取り組むべ
き重点分野を定め、日本の成長戦略を牽引する新たな「フラッグシッププロジェクト」を推進する
という方向性が示されています（図表14）。
　町田市においても、このような国の方向性を踏まえつつ、市内事業者による新たな技術や産業分
野への進出、生産性向上に向けた取り組みなど、社会・経済の変化に対応するためのあらゆるチャ
レンジを促進していくことが重要です。

第 4 次産業革命の進展と「Society 5 .0」の実現に向けた動き3

Society5 .0 で実現する社会図表13

出所：内閣府ホームページ 「Society5.0」（http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html）

「未来投資戦略 2018」における重点分野とフラッグシッププロジェクト図表14

出所：日本経済再生本部「未来投資戦略2018 概要版（要約版）」

S D G s 達成に向け、町田からできること

　国連加盟国が2030 年までの 15 年間での
達成を掲げる「SDGs」＝「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目
標）」が、2015 年 9 月の国連サミットで採
択されました。
　貧困や飢餓の解決、気候変動や環境破壊
への対応、働きがいや経済成長の実現など
が包括的に含まれた、世界全体が関わる

SDGs の達成に向けた動きは、すでに投資
の動向や企業間の取引など、ビジネスの世
界にも大きな影響を与え始めています。
　今後、事業成長にチャレンジしていく中
で必須となる「SDGs」の考え方、まずは
身近な所から、取り入れてみてはいかがで
しょうか。
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10年後の町田市はこうなっている！？
　町田市の現状及び今後予想される変化等を踏まえ、10年後の町田市の様子
について、イメージしました。
　人口構造の変化や交通インフラの充実、技術革新などにより、ビジネスや
ライフスタイルがこんな風に変化しているかもしれません。

少子高齢化による空き家の
増加をきっかけに、利用さ
れていない家屋などを活用
した新しいビジネスやコ
ミュニティが生まれてい
る。

キャッシュレス決
済や仮想通貨が浸
透し、まちなかの
商店での普段の買
い物や、事業者の
資金調達にも活用
されている。

空き家の活用が進む

新たな手法による
金融取引が浸透

多摩都市モノレールの導入
路沿線や駅の整備予定地周
辺は、利便性向上への期待
感から、住居やビジネスの
場所として選ばれ始めてい
る。

良好な住環境か
ら、テレワークな
ど時間や場所にと
らわれない多様な
働き方を実現でき
るまちとして子育
て・シニア世代か
ら選ばれている。

都心へのアクセスの良さを
生かし、起業家やイノベー
ションが次々に生まれてい
る。

シェアリングエコ
ノミー市場が拡大
し、モノを保有し
ない文化や個人の
スキルを共有する
生活が市民の暮ら
しに浸透している。

多摩都市モノレール
導入路沿線が活性化

働き方の
多様化が進む

町田市が起業・
イノベーションの拠点に

シェアリング
エコノミーが浸透

交通やまちの機能の変化

ライフスタイルの変化

シェアリングエコノミー

個人が供給者になれる

双方向
供給者 受給者

単純労働が減少すること
で、仕事に対する姿勢や求
められる能力が変化し、労
働に対する価値観が多様化
している。

仕事に求められる
能力が変化

AIやロボットの活用によ
り、仕事の効率化が進み、
余暇や、新たな仕事に充て
る時間が増加している。

車の自動運転など、現在研
究開発が進められている技
術が社会に浸透し、市民の
生活が更に便利になってい
る。

仕事の効率化で
生まれた時間を有効活用 市民の生活がより便利に

新たな技術の浸透
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CHAPTER3
計画における取り組みの考え方1.

目指す将来像と施策の柱2.

　これまで見てきたように、町田市の産業を取り巻く環境は、今後目まぐるしく変化していくこと
が予想されます。これらの変化に対応し、町田市の産業が更に成長するためには、市内の事業者や、
市内で働く人々が将来に向けて積極的に新しい一歩を踏み出す “ チャレンジ ” を促進することが重
要です。
　本計画では、市民や事業者等が取り組むさまざまな “ チャレンジ ” を支援するとともに、“ チャレ
ンジ”しやすい環境づくりを進めます。

　本計画では、「立ち上げる」・「拡げる」・「つなぐ」の「3つのチャレンジ」の促進・支援と、「ビジ
ネスしやすく、働きやすいまちづくり」という4 つの施策の柱を設け、これらの柱に基づく取り組
みを推進することで、＜ビジネスに、働く人に、心地よいまち＞を目指します。
　また、施策の成果を測るため、計画全体及び施策の柱ごとの成果指標を設定し、効果的な取り組
みを進めていきます。

日本初！水耕栽培でつくる、最高の甘みのメロン

　高い糖度と滑らかな舌触りが特徴の「ま
ちだシルクメロン」。頭上からたわわに実る
様子は、メディア等で多数紹介されていま
す。このメロンは、町田商工会議所、事業者、
大学、金融機関、行政等の連携による新し
い「チャレンジ」から生まれました。さまざ
まな農作物がある中で、「やるなら他ではで
きないものを」という想いから、あえて不
可能と言われていた「メロン」の水耕栽培に
挑戦。5年に及ぶ研究開発の結果、糖度16

度以上に及ぶ高級メロンも収穫されるよう
になりました。現在は、「まちだシルクメロ
ン」を使った商品開発や、地域の雇用創出等、
さまざまな好循環が生まれています。皆さ
んも、「やってみ
たい」と思った
ら町田へどうぞ。
一緒にチャレン
ジの一歩を踏み
出しましょう。

※1：企業の生産活動によって新たに生み出された価値を指す数値。
※2：一定期間中に新規に開設された事業所数（年平均）の、期首に存在していた事業所数に対する割合。
※3：昼間人口（町田市に常住する人口から町田市外に通勤・通学している人口を除き、市外から通勤・通学して来る人口を加えた
もの）を、町田市の夜間人口（町田市に常住する人口）で割った値。これが100％を上回っていれば、通勤・通学のために流出す
る人口よりも流入する人口が多いまちであり、逆に100%を下回っていれば、流入よりも流出が多いまちということになる。

施
策
の
柱

ビジネスに、働く人に、心地よいまち
付加価値額※1の増加（経済センサスから）　　　　　5,416億円（2016年）

将
来
像 計画全体の指標 現状値

たくさんの新しい企業や
ビジネスが誕生し、起業・
創業がしやすい風土が根
付いている。

開業率※2の上昇
（経済センサスに基
づき算出）

6.4%（2014年～2016年）

指  標

現状値

新分野・新技術への進出
や異業種間連携等をきっ
かけに、市内事業者のイ
ノベーションが促進され、
自社や地域の強みを生か
した他にはない新しい価
値が生み出されている。

将来を見据えた人材育成
と円滑な事業承継によ
り、市内事業者の優れた
技術・ノウハウが次世代
に受け継がれている。

それぞれのライフスタイ
ルに合った多様な働き方
が実現できるまちとして、
多くの人に選ばれている。
まちに賑わいがあり、ビ
ジネスに適したまちとし
て多くの事業者に選ばれ
ている。

「4つの施策の柱」と目指す姿、及び将来像のイメージ

目
指
す
姿

『
立
ち
上
げ
る
』
チ
ャ
レ
ン
ジ

新たに事業を立ち
上げるチャレンジ
を支援します。

ビ
ジ
ネ
ス
し
や
す
く
、

働
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

チャレンジを促進
するための環境づ
くりを推進します。

『
つ
な
ぐ
』
チ
ャ
レ
ン
ジ

事業を継続し、次
世代へ承継する
チャレンジを支援
します。

『
拡
げ
る
』
チ
ャ
レ
ン
ジ

事業者が競争力を
高めるチャレンジ
を支援します。

１事業所あたりの
付加価値額の増加
（経済センサスから）

5,070万円（2016年）

指  標

現状値

事業所数の維持
（経済センサスから）

12,106事業所（2016年）

指  標

現状値

昼夜間人口比率※3の
上昇
（国勢調査から）

91.7%（2015年）

指  標

現状値

水耕栽培槽で作られる
「まちだシルクメロン」

目指す将来像と施策の柱
M a c h i d a  I n d u s t r y  V i s i o n  1 9 - 2 8

町田からチャレンジ！成功事例
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M a c h i d a  I n d u s t r y  V i s i o n  1 9 - 2 8

　“ 立ち上げる ” チャレンジの支援により、たくさんの新しい企業やビジネスが誕生し、起業・創
業がしやすい風土が根付いたまちを目指します。
　また、目指す姿の達成状況を測るため、以下の指標を設定します。

目指す姿と指標1

「開業率の上昇」　　 現状値  6.4%（2014年～ 2016年）指 標

　“立ち上げる”チャレンジを促進するため、次の施策に取り組みます。

施策の方向性2

最 初 の 一 歩 に 、 最 高 な まち 。

　町田市は、市内での開業率の高さからも分かるとおり、市内外の多
くの方から起業・創業の地として選ばれています。ビジネスを始めるに

あたり、「交通利便性や商圏人口の大きさは大切だけど、いきなり都心で起業・
創業するのはリスクが大きく、まずは小さく始めたい。」、このような起業・創業ニーズに応えら
れるまちであることが、多くの方から一歩目を踏み出す場所として選ばれる理由のひとつです。
　2013 年にオープンした町田新産業創造センターでは常時、50 を超える起業・創業の希望者や、
起業・創業間もない方が活動しています。入居者の業種も、AI サービスやアプリ開発などの先端
分野から、ウェブ制作や留学コンサルタントなどのサービス業、映画制作や紙芝居業などのコン
テンツ分野まで、バラエティ豊かな構成です。
　町田新産業創造センターの様子からも分かるように、多種多様なビジネスや文化が集まる町田
市では、自由な発想で新しいチャレンジに挑むことができます。今後も、新しいチャレンジが生
まれやすい環境を生かして経済の新陳代謝を促すことを目指し、新たにビジネスを起こそうとす
る人材の発掘から、起業・創業の実現、起業・創業後の事業拡大まで切れ目のない支援を行い、事
業を“立ち上げる”チャレンジを促進します。

『立ち上げる』チャレンジ1.

ア）起業・創業の魅力を伝える
　町田市は、全国や東京都と比べても開業率が高くなっていますが、今後更に向上させるためには、
より多くの方に「起業・創業」を働き方の選択肢のひとつと捉えてもらうことが重要です。
　これまで「起業・創業」を意識していなかった方々に対しても積極的にアプローチし、例えば若
者や女性、シニア層など、幅広い人々に対し起業・創業に関する情報発信を行うなど、起業・創業
について関心を持つためのきっかけづくりに取り組みます。

子どもや学生、子育て世代、シニア層などの幅広い世代に対し、働き方の選択
肢のひとつとして起業・創業の魅力と可能性を発信する。

起業・創業に関心がある潜在的な創業希望者に対し、セミナーや個別相談など
を通して起業・創業に向けた第一歩を後押しする。

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

幅広い世代に向けた起業・創業の魅力発信

起業・創業への第一歩を支援

拡充

継続

子どもたちの可能性を拡げる『まちふれ親子教室』

　「将来の夢は？」、お子さんに聞いてみる
と、どんな答えが返ってくるでしょうか。
　たくさんの子どもから「起業家」という
答えが聞こえてくるよう、町田市と町田新
産業創造センターでは、市内の起業家を先
生として「まちふれ親子教室」を開催して
います。AI の活用方法、論理的思考の身
につけ方、プログラミングの知識など、最
新のテーマを切り口として、子ども達に遊

びの延長でビジネスにつながる体験を提供
します。少し難しいかな、という題材でも、
参加者の楽しそうな笑顔と真剣な眼差しに、
子ども達の大きな可能性が感じられます。
　10 年後、ここ
から世界に羽ば
たく起業家が誕
生するかもしれ
ません。

イ）想いを形にするためのサポート
　2014 年度から、町田市、町田新産業創造センター、町田商工会議所、金融機関が連携した「町
田創業プロジェクト」を通じ、市内での起業・創業を希望する方の支援を行ってきました。町田新
産業創造センターでの相談者への支援件数は、2017 年度で 351 件と、初年度の 129 件から約 3 倍
に増加しており、同センターの認知度や起業・創業に対する支援ニーズが高まっています。
　一方で、相談の増加に伴い、支援を行う人員が不足してきています。今後、よりきめ細やかな支
援を行っていくためには、同センターにおける支援体制の強化や、他の機関や民間企業等を含め、
起業・創業に関する支援の担い手を拡大することが重要です。
　多くの方の「起業・創業したい」という想いを形にするため、「町田創業プロジェクト」を通じた
支援の継続に加え、多様な担い手による支援体制を構築し、事業の構想から実現に至るまで、起業・
創業希望者に寄り添ったサポートを行います。

創業機運醸成事例

自由な発想で遊びながら学ぶ
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ウ）起業・創業後の事業拡大を後押し
　これまで、「町田創業プロジェクト」を通じ、起業・創業を目指す方の支援に取り組んできまし
たが、起業・創業を実現した後の、個別の事業の状況は十分に把握できていません。
　起業・創業後に事業を安定・成長させていくためには、事業者の成長段階に応じて直面するさま
ざまな課題に対応しながら、継続的に支援を行うことが重要です。起業・創業期の仲間同士が交流
できる場づくりや、支援機関と連携した個別課題を解決する支援を行うことで、起業・創業後の事
業拡大に必要なアフターフォローを積極的に進めます。

事業計画の作成や資金調達、開業手続きなど、創業希望者の課題に応じたサポー
トを行い、起業・創業の実現を支援する。

起業・創業間もない方の課題に応じたサポートを行うとともに、販路や事業拡
大といった創業後のステップアップを支援する。

起業・創業に向けた、きめ細かな支援を実施するため、民間事業者との連携を
含めた手厚い支援体制を構築する。

市の融資制度の利用や投資家とのマッチング、クラウドファンディングの活用
など、起業・創業後の事業拡大に向けた多様な資金調達を支援する。

施策名

施策名

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

個別施策

起業・創業の実現に向けたニーズに沿った支援

起業・創業初期の経営支援

起業・創業支援の担い手の拡充

起業・創業後の事業拡大に向けた資金調達の支援

継続

拡充

拡充

拡充

クラウドファンディングのススメ、M B D A の場合

　不特定多数の人が、Web上のプラットフォー
ムを介して他の人々や組織に財源の提供や協
力を行う「クラウドファンディング」。
　事業立ち上げフェーズでの新たな資金調
達の方法として、また、事業性検証のツー
ルとしても、定着してきています。
　町田新産業創造センター（MBDA）に入
居する株式会社 Tokyo New Cinema（映
画制作業）は、2015 年の設立当初からク
ラウドファンディングを駆使して上映館を
拡大、2017 年にはモスクワ国際映画祭で
入賞を果たすまで成長を遂げました。

　MBDA も、2017 年からクラウドファン
ディングプラット
フォーム「FAAVO
東京町田」のエリ
アオーナーとして
支援をスタート。
　応援してくれる
仲間を見つけたい
方、町田市に来て
もらえれば全力で
サポートします。

　“ 拡げる ” チャレンジの支援により、新分野・新技術への進出や異業種連携が活発化し、これら
を通じたイノベーションが促進されることで、自社や地域の強みを生かした、他にはない新しい価
値が生み出されるまちを目指します。
　また、目指す姿の達成状況を測るため、以下の指標を設定します。

目指す姿と指標1

「1 事業所あたり付加価値額の向上」　　 現状値  5,070万円（2016年）指 標

　“拡げるチャレンジ”を促進するため、次の施策に取り組みます。

ア）新分野・新技術への進出を後押し
　競争力の強化や付加価値の向上には、新分野・新技術を積極的に取り入れ、新しい取り組みにチャ
レンジし続けることが重要です。
　市内に多く存在する、新たな事業展開に意欲的な事業者の、新しい商品・サービスの開発やビジ
ネスモデルへのチャレンジを促進します。また、開発されたアイデアや技術の保護・権利化や有効
な活用に向けた支援に取り組みます。

施策の方向性2

資金調達支援事例

Tokyo New Cinema制作
「四月の永い夢」

『拡げる』チャレンジ2.

仲 間 と一 緒 に 、拡 が る 可 能 性 は 無 限 大！

　2016 年度の町田市の「付加価値額」（市内事業者の経済活動に
よって生み出された価値の総額）は 5,416 億円と、多摩 26 市中 3 位

です。一方、「1 事業所あたりの付加価値額」は 5,070 万円と 13 位にと
どまり、比較的小規模な事業所を中心とした事業所構成になっていると考えられます。
　小規模な事業所の特徴である機動性を生かしてか、事業者アンケートでは、他の企業等との連
携に意欲的な事業者が多く、既に企業や事業分野の壁を越えてさまざまな活動が生まれています。
例えば、町田商工会議所工業部会では異業種間連携の取り組みを行い、これまでにない商品の開
発やイベントの実施に取り組んでいます。また、若手経営者・後継者の育成を目的とした事業

「MachiBiz（マチビズ）」は、町田商工会議所と町田青年会議所、公益社団法人町田法人会青年部
会の 3 者が合同でセミナーやディスカッションを行い、所属団体の垣根を越えた新しいつながりが
生まれています。
　このように町田市では、事業者と支援機関それぞれが顔の見える関係を構築し、仲間として一
緒にステップアップしようという風土が強く根づいています。これは、小規模な事業者が多いか
らこその特徴で、新しい事業にチャレンジし、事業を育てていく上での大きな強みとなっています。
　これらの強みを生かしながら、市内事業者の競争力を強化するとともに、事業から生み出され
る価値を高めるため、新たな商品・サービスの開発や新事業の展開、販路開拓、異業種・異分野
との連携など、事業を“拡げる”チャレンジを支援します。
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イ）独自の「強み」を磨く取り組みをサポート
　町田市では、新規性・独創性のある商品やサービスを認定する「町田市トライアル発注認定制度」
や、個性豊かな郷土色あふれる加工品や工芸品を認定する「町田市名産品」、魅力的な店舗を表彰
する「町田私の好きなお店大賞」などの事業を通して、自社の技術や町田の特色を生かした取り組
みを行う事業者を支援してきました。
　事業を通じて商品やサービスの知名度・信用力の向上に効果が出ていますが、今後は次のステッ
プとして、販路拡大の支援を更に充実させ、町田産の商品・サービスの魅力を多くの方に知ってい
ただき、「町田ブランド」の醸成を促す取り組みを進めます。

※「産業財産権」：特許権、実用新案権、意匠権、商標権

※「新しいビジネスモデル」の例：モノやスキルなどを共有する「シェアリングエコノミー」ビジネスなど。

産業財産権（※）の戦略的な活用による他社製品との差別化や、技術を保有する
事業者とのマッチングを促進する。

キャッシュレス決済やEC（電子商取引）の導入による販売促進など、環境の変
化に対応しながら、顧客開拓に取り組む商業事業者等の支援を行う。

新しいビジネスモデル（※）や技術に関する情報提供、事業化に向けた実証実験
に取り組む事業者の支援を行う。

施策名

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

産業財産権に関する啓発・取得の支援

環境変化に応じた商業事業者等の販売促進の支援

新しいビジネスモデルや新技術の導入に挑戦する事業者を支援

拡充

拡充

拡充

大企業とベンチャーの共創が奏でる第一歩、町田から

　まちを歩く高齢者を、道行く人がスマホ
のアプリで撮影すると、自動的にプライバ
シーに配慮した画像に変換。AI が人物を
判別して家族に知らせ、まち全体で見守り
を行う―。
　“ 人にやさしい AI” をコンセプトとした
AI 関連サービスを提供する町田新産業創
造センターの入居企業・株式会社アジラ
が、富士通株式会社と開発している高齢者
を見守るシステムの実証実験を、町田市で
はスタッフや場所の手配などの面からこれ
までに２回サポートしています。
　ベンチャー企業に限らず、市内事業者が

チャレンジする商品やサービスの開発に必
要な実証実験に対して、これからも町田市
では積極的に支援を拡げていきます。

ウ）異業種・異分野との連携による新たな価値の創出
　町田市では、異業種・異分野の連携による取り組みが活発に行われています。例えば農業者と商
工業者の連携から市内の農作物を使用した加工品が多数開発されているほか、交流会などを通じて
新たなマッチングが次々に生まれています。
　今後も連携のための場を提供し、市内・市外を問わず、幅広いリソースを生かしたオープンイノベー
ションを促進することで、新たな価値の創出に取り組む事業者を支援します。また、開発された商品や
サービスの販路拡大を後押しします。

町田市トライアル発注認定商品の認定・ＰＲなどを通して、自社の技術を生か
した優れた商品の開発を支援する。

異業種・異分野の事業者同士の接点をつくる取り組みを通して、連携のきっか
けを提供する。

町田の特色や強みを生かした個性豊かな商品やサービスの掘り起しや認定、
PRなどを通して、新商品の開発促進とブランド化に向けた支援を行う。

異業種・異分野との連携による新商品やサービスの開発を後押しするとともに、
開発された商品やサービスの販路拡大を支援する。

各種産業見本市や展示会への出展、マッチングの促進など、商品やサービスの
販路拡大を支援する。

施策名

施策名

施策名

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

個別施策

自社の技術を生かし、競争力を高める取り組みを支援

異業種・異分野との連携機会の創出

町田の特色や強みを生かした商品・サービスの開発、ブランド化の促進

連携による新たな価値の創出に関する支援

営業支援や展示会出展支援を通した販路拡大の促進

継続

継続

拡充

拡充

拡充

『やっちゃえ町田！』危機感とノリで始まったオープンイノベーション

　町田のものづくりを先細らせないため、
そして何より、ものづくりの楽しさや可能
性を追い求めるため、町田商工会議所工業
部会の若手有志が 2016 年に立ち上げた

「やっちゃえ町田！」。
　名前のとおり、NGなし、誰でも参加OK
のグループは、ものづくりに限らず多様な
業種が集まり、独自の商品開発や地域を盛
り上げる活動を続けています。

　例えば精密工学部品製造業と焼肉屋さん
のコラボや、アーティストとものづくりの
連携によるまちなかのデッドスペースの活
用など、掛け算による可能性は無限大。
　今後も町田か
ら、新たなビジ
ネスとトレンド
を生み出してい
きます。

実証実験支援事例

オープンイノベーション事例

町田商工会議所工業部会の皆さん

高齢者を想定した帰宅困難者役と家族役が無事に出会いました
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　“ つなぐ ” チャレンジの支援により、市内事業者の将来を見据えた人材育成と円滑な事業承継が
行われ、優れた技術・ノウハウが次世代に受け継がれているまちを目指します。
　また、目指す姿の達成状況を測るため、以下の指標を設定します。

目指す姿と指標1

「事業所数の維持」　　 現状値  12,106 事業所（2016年）指 標

　“つなぐ”チャレンジの促進のため、次のような施策に取り組みます。

ア）安定した事業継続をサポート
　安定した事業継続のためには、コスト削減や業務効率化など、生産性を向上させる取り組みが不
可欠です。
　事業者のニーズに応じながら経営状態の改善と安定化を図るため、経営相談による個別の課題解
決に取り組むとともに、業務改善の取り組みやICT技術等の先端設備導入を支援します。

施策の方向性2

イ）次代を担う人を育てる
　事業者アンケートによると、製造業等の約半数が「今後の事業継続に関する課題」として、「人手
不足」をあげています。人口が減少していく社会の中で事業を継続していくためには、これまでの
支援に加え、人材を経営資源の重要な要素と捉え、更なる取り組みが求められます。
　今後も市内の事業者が安定して事業を継続していけるよう、必要な人材の確保・育成に向けた
取り組みを支援します。

ウ）円滑な事業承継を推進
　2018年4月に開設された「多摩ビジネスサポートセンター」では、オープンから1年弱の時点で、
市内外の事業者から数多くの相談が寄せられており、事業承継の支援に対するニーズが確実に高
まっています。

コスト削減や売り上げ向上など、生産性向上に取り組む事業者の課題解決を支
援する。

事業者の将来を支える人材の確保について、就労希望者とのマッチングに加え、
人材を確保しやすい職場環境の整備を支援する。

IoT・AI の活用を始めとした新技術の導入、設備更新などにより、業務の効率
化や生産性の向上に取り組む事業者を支援する。

働く人のスキルアップのほか、承継者の育成を含めた従業員・経営者のキャリ
ア形成を支援する。

経営相談や専門家派遣などを通して、事業者それぞれが抱える課題解決を支援
する。

施策名

施策名

施策名

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

個別施策

コスト削減や売り上げ向上の取り組みを支援

将来を担う人材の確保を支援

業務の効率化・生産性向上を促進

人材育成やキャリア形成に関する支援

事業継続の課題解決に向けた取り組みを支援

継続

拡充

拡充

継続

拡充

『つなぐ』チャレンジ3.

町 田 なら 、 身 近 に 相 談 で きる 人 が い る 。

　町田市では毎年、新たな事業所が数多く立ち上がる一方で、現状で
はそれを上回る数の事業所が廃業しています。市内産業の活力を維持・

向上させるためには、起業・創業の促進や競争力の強化だけでなく、これま
で市の産業を支えてきた事業者が、より良い状態で事業を続け、次世代へ事業をつないでいくこ
とが重要です。
　2018年には、事業の継続や承継に関する総合的な支援を行う「多摩ビジネスサポートセンター」
が町田商工会議所内に開設されました。町田商工会議所や町田新産業創造センター、金融機関に
加え、事業承継の専門的な支援窓口が拡充されたことにより、経営のあらゆるステージでいつで
も手厚い支援を受けられる環境が整ってきています。
　これらの支援機関が連携し、生産性の向上や人材の確保・育成等による経営の安定化、経営基
盤の強化、円滑な事業承継に関する取り組みを支援することで、事業を次世代に “ つなぐ ” チャレ
ンジを促進します。
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将来に向けた準備の必要性や支援窓口の案内など、事業承継に関する情報提供
を強化し、早期の対策を促進する。

市内の支援機関を始めとする関係機関が連携を強化し、事業承継や人材育成に
関する情報共有を行うとともに、事業者への相談対応や情報提供を行う。

承継時の資金調達や設備更新に対する支援の他、承継希望者とのマッチング、
手続きのサポートなど、事業承継に向け、段階に応じた支援を行う。

施策名

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

事業承継に対する早期の対策の促進

事業承継や後継者育成に関するニーズに応じた支援

事業承継マッチングや事業承継手続きに関する支援

拡充

拡充

拡充

多摩ビジネスサポートセンターで、大切な思いを、大切につなぐ。

　団塊世代の経営者が引退期を迎える中、
国も 2018 年度からの 10 年間を事業承継
の集中期間として大胆な税制改正を行うな
ど、昨今は「大事業承継時代」とも呼ばれ
ています。
　町田商工会議所内の「多摩ビジネスサ
ポートセンター」では、町田市を含む多摩
エリアで事業承継の一歩目からサポートを
展開しています。
　利益を出していながらも、後継者難で自
主廃業せざるを得ない「黒字廃業」も数多
い現在。１社でも多くの企業を未来へつな
ぐため、町田市では支援機関が一体となっ
て全力でサポートします。

　“ ビジネスしやすく、働きやすいまちづくり ” の推進により、個人のライフスタイルに合わせた
多様な働き方が実現できるまちとして、多くの人に選ばれるまちを目指します。また、賑わいにあ
ふれ、ビジネスに適した環境として、多くの事業者からも選ばれるまちを目指します。
　目指す姿の達成状況を測るため、以下の指標を設定します。

目指す姿と指標1

「昼夜間人口比率の上昇」　　 現状値  91.7％（2015年）指 標

　“ビジネスしやすく、働きやすいまちづくり”を進めるために、次の施策に取り組みます。

ア）働きやすいまちづくりの推進
　「働きやすいまち」として多くの方に選ばれるためには、例えば、子育て中の方が自分のペース
で働くことが出来る、退職後にもスキルを生かして活躍出来るなど、個人のライフスタイルに合わ
せて柔軟な働き方が出来る環境を整えることが重要です。
　幅広い世代が働きやすい環境づくりに向け、テレワークや在宅ワークを始めとした多様な働き方
を推進するとともに、市内で働く方が今後も安心して働き続けることができるよう、中小企業の従
業者に対し、福利厚生や相談の場を提供します。

施策の方向性2

事業承継支援コラム

多摩ビジネスサポートセンター開所式
左から、東京都産業労働局 坂本商工部長

町田商工会議所 深澤会頭 
町田市 山田副市長

（役職は2018年4月当時）

ビジネスしやすく、
働きやすいまちづくり4.

「 ちょうど い い 」まち が 、 い ち ば ん 良 い 。

　多くの商業施設で賑わう中心市街地等の駅前空間と、緑豊かな公
園や里山が共存する町田市は、都心の賑わいを楽しみながら、自然を

感じて伸び伸びと生活できるまちです。学校教育や子育て支援も充実し、近年は 0 ～ 14 歳の
転入超過者数が全国で上位となるなど、ファミリー世代にも選ばれています。一方で、高校や
大学を卒業したタイミングで多くの若者が市外に流出しているのも現実です。
　子育てと仕事の両立、仕事とプライベート双方の充実、副業へのチャレンジなど、働き方が
多様化する時代の中で、良好な住環境が近くにあることは、ビジネスをする場所としても、働
く場所としても大きな強みです。多様なライフスタイルを実現するのに「ちょうどいい」まち
という環境を生かし、ビジネスしやすさと働きやすさの更なる向上を図ることで、事業者や働
く人のさまざまな “ チャレンジ ” を促進するための土台作りを進めます。

　今後、中小企業経営者の高齢化が更に進むと予想される中、市では事業承継に関する情報発信や
相談対応、承継希望者とのマッチングの他、事業承継の手続きに関するサポートなど、幅広い支援
に取り組んでいきます。
　取り組みの実施にあたっては、市、町田商工会議所、多摩ビジネスサポートセンター、町田新産
業創造センター、金融機関などが連携し、それぞれの専門分野を生かしながらきめ細やかな支援を
行います。
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多様な世代の多様な働き方を推進することで、ライフスタイルに合わせて誰も
が働きやすい環境を整える。

中小企業の従業者に対する福利厚生や相談の場の提供など、働く人に寄り添っ
た環境づくりを進める。

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

多様な働き方を実現するための環境づくり

心地よく働き続けることができる環境づくり

拡充

継続

イ）「選ばれるまち」としての魅力を高める
　多くの事業者から「ビジネスしやすいまち」として選ばれるためには、事業者に対するサポート
体制の充実が不可欠です。支援機関同士の効果的な連携体制の構築、時代に合った資金調達の支援
などを通じ、事業者がビジネスを円滑に進められる環境を整えるとともに、幅広く、有益な支援情
報がタイムリーに届くよう産業支援情報の発信を強化します。
　また、積極的な企業誘致や町田の特色や強みを生かした事業所の集積を行うことで、町田市に事
業所を構えたい事業者や、事業の拡大や継続にハードルを感じている事業者への支援を行います。
　更に、町田市で育ち、学んだ若者に、市内で働く魅力を感じてもらえるよう、市内事業者を知る
機会の提供や、生活の場と働く場を近付けることによるメリットや魅力の発信に取り組みます。

支援機関同士が連携し、より効果的な事業者支援が可能となるよう、ハード・
ソフト両面から支援体制の充実を図る。

融資制度の他、クラウドファンディングなど多様な手法による資金調達を支援
する。

市内におけるオフィス・工場の新設・増設や、操業環境の整備を行う事業者を
支援する。

時代のニーズや環境の変化に応じて、町田の特色や強みを生かしたビジネスが
生まれやすい環境を整える。

若者を中心に、市内の事業者の紹介や、町田市の住みやすさ・働きやすさといっ
た職住近接の魅力を伝える。

産業に関する基礎データや各支援機関の支援メニューなど、事業者にとって有
益な情報を、受け取りやすい形で提供する。

施策名

施策名

施策名

施策名

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

事業者サポート体制の充実

多様な資金調達の支援

市内におけるオフィスや工場の新設・規模拡大を支援

町田の特色や強みを生かした事業者の集積を促進

町田で働く魅力の発信

産業支援に関する有効な情報発信

拡充

拡充

継続

拡充

拡充

拡充

ウ）まちの賑わいを生み出す
　古くから「商都町田」と呼ばれ、町田駅周辺の商業集積と賑わいを強みに発展してきた町田市で
すが、近年はインターネット通販の普及や交通網の拡大による人の流れの変化等の影響で、強みが
薄れています。また、モノの消費が中心だった時代から、そこでしか出来ない体験や特別な時間を
過ごすことを重視する方向へと、消費者の求める価値が変化しています。
　町田市ではこれまで、市内の賑わい創出に向け、各地域の商店街や中心市街地の活性化に取り組
んできました。しかし、時代の経過とともに、地域によって商店街が担う役割が変化し、抱える課
題も一様ではなくなっています。今後は、これまでのような一律の支援だけでなく、個々の商店街
や地域の特徴を考慮し、それぞれの魅力を高める取り組みを推進します。
　市内の商業を牽引する中心市街地においては、「賑わいや交流に溢れ、楽しい時間や新しいこと
が生まれ続けたり、人々の出会いや活動のつながりが広がり続けるような、まちに関わるみんなの
夢がかなうまち」の実現をめざし、2016年度に「町田市中心市街地まちづくり計画」を策定しました。
今後もこのまちづくり計画を着実に推進していくことで、中心市街地の賑わい創出に取り組みます。
　また、「キラリ☆まちだ祭」などのイベント開催や情報発信を通じ、町田市の産業の魅力や活力
を広くPRするとともに、まちなかの賑わいを創出します。

商店会が実施するさまざまなイベントやまちづくりの取り組みを支援するとと
もに、地域の特徴や魅力を生かした活動をサポートする。

市民や来街者に対し、市内産業の魅力を幅広く PR するための情報発信やイベ
ントを実施する。

施策名

施策名

取り組みの概要

取り組みの概要

個別施策

コト・トキ・モノ消費を楽しむことができる「商店街」の育成支援

町田の産業の魅力発信

継続

継続

あなたも町田の虜 !?『ちょうどいい』まち、とは。

　古くから交通の要衝として栄え、多様な
文化が根付いた町田市。自由で居心地が良
いこの地域の魅力を生かし、新しい価値や
文化を発信する企業がたくさんいます。
　町田市を拠点に武相エリア（主に町田市
や相模原市を中心とした地域）で飲食店を
複数経営する「株式会社キープ・ウィルダ
イニング」もそのひとつ。彼らはシティラ
イフとスローライフの中間という武相エリ
アの「ちょうどよさ」を「やりたい事をや
りながら、自分らしく生きられる場所」と
捉え、「GOOD LIFE BUSO」を合言葉に
地域のアイデンティティーを大切にした企

業活動に取り組んでいます。
　あなたの周りにも「町田に住むと離れら
れない！」という方はいませんか？人も企
業も同じです。町田市は、住むほど・働く
ほ ど に 好 き に な る、 そ れ ぞ れ の 生 活 に

「ちょうどいい」まちなのです。

町田の魅力発見！コラム

空から見た町田市の街並み

taruta
1
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5
CHAPTER5

町田市産業振興計画19-28 実行計画（5ヶ年）

　「町田市産業振興計画 19-28」を着実に推進するため、計画に基づく具体的な事業とそのスケ
ジュールを示した「実行計画」を策定します。
　計画の推進にあたっては、市に加え、町田商工会議所や町田新産業創造センターを始めとした各
産業支援機関、金融機関、大学等の教育機関、民間事業者などが担い手となり、互いに連携しなが
ら各事業に取り組みます。
　また、これらの取り組みの円滑な推進と計画の進捗管理を行うため、町田市産業振興計画推進委
員会を組織します。

※町田市勤労者福祉サービスセンター等の各種産業支援機関

町田市
産業振興計画
推進委員会

参  画

連　携

サポート

推  進

進捗管理

計画の推進に向けて
M a c h i d a  I n d u s t r y  V i s i o n  1 9 - 2 8

目指す将来像 ビ ジ ネ ス に 、 働 く 人 に 、 心 地 よ い ま ち

Machida Industry Vision 19-28

ビジネスする人 働 く 人

町田市町田新産業
創造センター

民間事業者
町田商工会議所・

多摩ビジネス
サポートセンター

その他
支援機関（※）

教育機関

金融機関
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検 討 体 制資料 1. 検 討 経 過資料 2.

町田市産業振興計画策定検討委員会1

庁内検討委員会2

氏 　 名 所 属 ・ 役 職

委員長
大久保 英敏

玉川大学 大学院工学研究科　教授 
　　　　 工学部情報通信工学科　教授

副委員長
糸久 正人

法政大学 大学院公共政策研究科　准教授
　　　　 社会学部社会政策科学科　准教授

佐藤 正志 町田商工会議所　専務理事

佐々木 基晴 株式会社町田新産業創造センター　専務取締役

菅野 英昭 多摩高度化事業協同組合（まちだテクノパーク）　事務局長

太細 貞治 町田市経営診断協会　専務理事

若林 良行　（2017年度）
安藤 美紀子（2018年度） 株式会社日本政策金融公庫　八王子支店長

小山 克己 株式会社三和　代表取締役

露木 香織 小田急電鉄株式会社　生活創造事業本部　まちづくり推進部長

日　時 内　容 詳細・検討事項 等
2018年
1 月～ 3 月 計画策定に向けた調査 ⃝ 計画策定に係る事業者向けアンケート調査の実施

⃝ 消費行動実態調査の実施

3 月 2 日（金） 第1回 町田市産業振興計画
策定庁内検討委員会

⃝ 計画策定の概要について
⃝ 町田市の経済・産業に関する現状分析について
⃝ ディスカッション
	 ▶�各部で所管する計画等との整合について
	 ▶�各部で所管する事業との連携について
	 ▶�計画の方向性について

3 月 6 日（火） 第1回 町田市産業振興計画
策定検討委員会

⃝ 委員長・副委員長の選任
⃝ 計画策定の概要について
⃝ 町田市の経済・産業に関する現状分析について
⃝ ディスカッション
	 ▶�市の産業の現状認識について
	 ▶�社会・経済環境の変化を踏まえた、10年後の市

の産業について
	 ▶�計画の方向性について

4 月17日（火） 職員ワークショップ ⃝ 町田市の産業の現状分析
⃝ ディスカッション

4 月27日（金） 第2回 町田市産業振興計画
策定庁内検討委員会

⃝ 経済・産業における町田市の将来像について
⃝ 町田市の「強み」・「弱み」、「機会」・「脅威」について
⃝ 施策の柱について

5 月 9 日（水） 第2回 町田市産業振興計画
策定検討委員会 同上

5 月29日（火） 第3回 町田市産業振興計画
策定庁内検討委員会

⃝ 計画の施策体系について
⃝ 柱事業及び指標について

6 月 1 日（金） 第3回 町田市産業振興計画
策定検討委員会

⃝ 目指すべき将来像について
⃝ 計画の体系及び施策の方向性について
⃝ 指標について

7 月 5 日（木） 第4回 町田市産業振興計画
策定庁内検討委員会

⃝ 目指すべき将来像について
⃝ 指標及び個別施策について

7 月18日（水） 第4回 町田市産業振興計画
策定検討委員会

⃝ 目指すべき将来像について
⃝ 施策体系と指標について
⃝ 素案の構成について
⃝ 個別事業について

8 月 9 日（木） 第5回 町田市産業振興計画
策定庁内検討委員会

⃝ 素案の概要について
⃝ 個別事業について

10月 1 日（月） 第6回 町田市産業振興計画
策定庁内検討委員会

⃝ 素案について
⃝ 実行計画に記載する事業について

10月10日（水） 第5回 町田市産業振興計画
策定検討委員会 同上

10月15日（月）～
11月15日（木） パブリックコメント ⃝ 素案に対するパブリックコメント（意見公募）の実施

12月26日（水） 第7回 町田市産業振興計画
策定庁内検討委員会

⃝ 計画書案について
⃝ 実行計画案について
⃝ 計画書デザインイメージについて

2019年
1 月11日（金）

第6回 町田市産業振興計画
策定検討委員会 同上

所 属 ・ 役 職

委員長 経済観光部長

委員

政策経営部 企画政策課長
市民部 市民協働推進課 男女平等・消費生活担当課長
経済観光部 観光まちづくり課長
経済観光部 農業振興課長
都市づくり部 都市政策課長

※所属・役職は委嘱時のもの

（敬称略）
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ア ン ケ ート調 査 実 施 概 要資料 3.

製造業等を対象とした調査 商業等を対象とした調査

調査対象

製造業・情報通信業・技術サービス業に属
する企業から500件の調査対象を抽出し、
調査票を郵送。

（�町田市内に本社を置く企業及び市外に本社
を置く企業が町田市内に設置している工場・
研究所等が対象）

卸業・小売業、飲食店、ホテル、理美容な
どの事業を営む企業から500件の調査対象
を抽出し、調査票を郵送。

（�町田市内に本社を置く企業及び市外に本社
を置く企業が町田市内に設置している営業
拠点等が対象）

調査項目

⃝ 回答企業のプロフィール
⃝ 現在の業況及び今後の見通し
⃝ 事業を継続していく上での課題
⃝ 各社における「チャレンジ※」の内容
⃝ 町田市内の事業環境の評価
⃝ 人材確保、事業承継に関する取り組み状況
⃝ 行政の支援施策に対する要望

⃝ 回答企業のプロフィール
⃝ 今後の業況の見通し
⃝ 事業を継続していく上での課題
⃝ 各社における「チャレンジ※」の内容
⃝ 町田市内の事業環境の評価
⃝ 地域活性化のために必要なこと
⃝ 人材確保、事業承継に関する取り組み状況
⃝ 行政の支援施策に対する要望

調査期間 2018年1月末～ 3月上旬 2018年1月末～ 3月上旬
回収状況 163件、回収率32.6% 117件、回収率23.4%

調査対象

町田市及び近隣市区に在住している20歳以上の男女で、インターネット調査会社にモニ
ター登録している方

調査対象とした市区
⃝ 東京都内：町田市、多摩市、八王子市
⃝ 神奈川県：�横浜市青葉区・緑区、川崎市多摩区・麻生区、相模原市南区・中央区・緑区、

大和市、座間市、海老名市、厚木市
※町田市外在住者は「5年以内に町田市で買い物をしたことがある」という方のみを対象

調査項目

（１）回答者のプロフィール
（２）買い物に関する状況
	 ①商品別（食料品、日用品、衣料品等）の買い物の状況
	 　　　…購入している店舗の種類、場所、日常的な買い物の状況
	 ②買い物行動の変化　　③商店街の利用状況　　④ネット通販の利用状況

（３）町田市のイメージ
調査期間 2018年2月下旬～ 3月上旬
回収件数 2,000件（町田市内在住者：1,000件、町田市外在住者：1,000件）

　計画の策定に必要な情報を収集するため、以下のアンケート調査を実施した。

　町田市内で事業を営む企業に対し、現在の業況や今後の見通し及び町田市内の事業環境等について
把握するため、郵送によるアンケート調査を実施した。

　2018年10月15日（月）〜 11月15日（木）

　18者から、52件のご意見を頂いた。

　計画素案については、町田市ホームページに掲載したほか、各市民センター、駅前連絡所、図書館
等で閲覧していただくとともに、各施設で素案の概要を配布した。

　町田市及びその周辺地域における、消費者価値観や消費・流通構造の現状及びその変化を把握する
ことを目的とし、インターネットを通じたアンケート調査を実施した。

「（仮称）町田市産業振興計画 19-28」策定に係るアンケート調査1

消費行動実態調査2

※�ここでは、新商品・新技術・新サービスの開発や新たな販路開拓、異なる分野への参入など、これまでの事業の延長線上ではない新たな事業展開を目的
として、連携先の開拓や研究開発、人材の採用・育成、知的財産の取得・活用などの取り組みを行うことを「チャレンジ」と定義している。

事業者調査の調査対象、調査項目等

消費行動実態調査の調査対象、調査項目等

パ ブ リックコ メントの 実 施 結 果資料 4.

募集期間1

ご意見の内訳3

募集方法2

項 　 目 件 　 数

計画全体について 7

各
施
策
の
柱
に
つ
い
て

『立ち上げる』チャレンジについて 4

『拡げる』チャレンジについて 4

『つなぐ』チャレンジについて 5

『ビジネスしやすく、働きやすいまちづくり』について 14

計画の推進について 6

その他 12

合　計   52
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町 田 市 産 業 振 興 基 本 条 例資料 5.

前　文

　今日まで、町田市の産業は、交通結節性の高さや人口増加を背景として、大きな発展を遂げてきた。
とりわけ、古くから二・六の市として栄えた町田駅周辺は、現在では「商都町田」と称される一大
商業拠点を形成し、市内外から多くの人が訪れている。また、市内には多摩丘陵の豊かな自然も多
く残っており、これらの町田市の特性は、これからの市内の産業にとって多様な機会と可能性を与
えてくれている。

　しかし、これら市内の優れた資源や資質を十分に産業に活かしきれていないことや、他方、市外
への就労の割合が依然として少なくないことなど、都市として十分に自立している状況にはない。
成熟した都市となるためには、市内での就労機会を拡大するとともに、消費活動においても、さら
なる需要を呼び込み続けていくことが求められる。

　これからの町田市の産業は、このような状況を踏まえるとともに、労働力人口の減少や技術革新
など、社会経済環境の変化を的確に捉え、市民生活や地域の環境と調和のとれた振興が必要である。
そのためには、様々な産業が連携し、地域資源を最大限に活用していくとともに、顧客の視点に立ち、
顧客にとって価値あるものを提供し続けていかなくてはならない。

　このような認識のもとに、町田市の産業の持続的な発展を通じ、地域の魅力を高め、活力のある
まちを実現するために、この条例を制定する。

（ 目 　 的 ）
第1条　�この条例は、町田市（以下「市」という。）の産業振興に係る基本方針を示すとともに、市、

経済関係団体、事業者及び市民の責務を定めることにより、産業振興に係る施策を推進し、
もって魅力と活力のあるまちづくりに寄与することを目的とする。

（ 定 　 義 ）
第2条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
	 （1） �経済関係団体　町田商工会議所、町田市農業協同組合その他市の産業振興を目的として、

主に市内の事業者によって組織された団体をいう。
	 （2） 生活者　市内の産業経済活動における消費者をいう。

（ 基 本 方 針 ）
第3条　市の産業振興に係る基本方針は、次に掲げるとおりとする。
	 （1） 産業間及び業種間の連携による産業の強化及び育成を図る。
	 （2） 生活者にとって価値の高い産業の強化及び育成を図る。
	 （3） 事業者の創意工夫及び自立的な発展を促進する。
	 （4） 地域資源の積極的な活用を図る。
	 （5） 地域の人材を活用した新たなネットワークを形成する。

（ 市 の 責 務 ）
第4条　�市は、市の行うすべての施策について産業振興という視点を踏まえるとともに、前条の基本

方針に基づき産業振興に係る計画を定め、推進するものとする。
2　�市は、産業振興の担い手の育成に努めるとともに、当該担い手の相互の連携の促進に努めるもの

とする。
3　�市は、地域の特性を活かした企業誘致を推進し、並びに創業の支援、事業承継を円滑に行うため

の支援、事業者の事業の拡大を図るための支援及び働きやすい環境を整備するための支援を推進
するものとする。

4　�市は、地域の産業振興に向けた必要な環境整備、規制及び誘導を行うものとする。
5　�市は、地域産業の発展のため、市が行う工事の発注、物品及び役務の調達等に当たっては、市内

事業者の受注の機会の増大に努めるものとする。

（ 経 済 関 係 団 体 の 責 務 ）
第5条　�経済関係団体は、産業振興の担い手として、それぞれの役割に応じて、市、事業者その他の

関係機関と連携を図るとともに、産業間及び業種間の連携に努めるものとする。
2　経済関係団体は、事業者及び起業者の育成及び支援に努めるものとする。

（ 事 業 者 の 責 務 ）
第6条　�事業者は、顧客の視点に立ち、市民生活や地域の環境との調和を図りながら、自らの事業の

発展及び経営の革新に努めるとともに、経済関係団体及び他の事業者との連携並びに顧客と
の交流に努めるものとする。

（ 市 民 の 責 務 ）
第7条　�市民は、生活者として、又は地域社会の構成員として、市の産業振興に協力するよう努める

ものとする。

　附　則
この条例は、平成21年４月１日から施行する。

　附　則（平成24年10月６日条例第45号）
この条例は、公布の日から施行する。

　附　則（平成31年２月26日条例第１号）
この条例は、公布の日から施行する。
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人工知能を意味する用語。意味する範囲につ
いては研究者等によって定義が異なるが、一
般社団法人人工知能学会のホームページで
は、「知的な機械、特に、知的なコンピュー
タプログラムを作る科学と技術」と説明され
ている。

▶ IoT...................................................................P.16
Internet of Things の略で、「モノのイン
ターネット」と訳される。本計画では「身の
回りのさまざまなものをインターネットに接
続し、相互に情報の収集・交換を行い、効果
的な制御や遠隔操作等を可能にする技術」と
いう意味で用いており、家電や医療機器、交
通機関等、日常のさまざまな場面で活用され
ている。

▶ インキュベーションマネージャー
　.............................................................................P.11
起業・創業を希望する方や起業・創業して間
もない方などに、経営の安定や成長していく
ための支援を行う者。町田新産業創造セン
ターに常駐しており、センターに入居する事
業者はもちろん、誰でも気軽に相談でき、相
談者のニーズに応じた個別支援を行ってい
る。

▶ オープンイノベーション.........................P.27
企業や組織において、外部から技術やアイデ
ア等を取り込むことにより、新しい価値（イ
ノベーション）を創り出すことをいう。製品
化・市場化に向けた研究・開発を非公開で進
める従来型の「クローズド・イノベーション」
に比べて、イノベーションを生み出すスピー
ドを向上させ、コストとリスクの低減が期待
できる。

▶ 仮想通貨.......................................................P.19
日本銀行によれば、以下のような性質を持つ、

「インターネット上でやりとりできる財産的
価値」と定義されている。

（1）不特定の者に対して、代金の支払い等に
使用でき、かつ、法定通貨（日本円や米
国ドル等）と相互に交換できる

（2）電子的に記録され、移転できる
（3）法定通貨または法定通貨建ての資産（プ

リペイドカード等）ではない

▶ 完全失業者..................................................P.14
国勢調査においては、「調査週間中、収入に
なる仕事を少しもしなかった人のうち、仕事
に就くことが可能であって、かつ、公共職業
安定所に申し込むなどして積極的に仕事を探
していた人」を完全失業者と定義している。

▶ キャッシュレス決済...................................P.19
キャッシュレス決済とは、クレジットカードや電
子マネー等を用いた、現金以外による決済を
指す。また、キャッシュレス決済が生活やビジ
ネスに浸透することをキャッシュレス化という。

▶ キラリ☆まちだ祭.......................................P.33
市内の地域資源や農作物、工業製品・サービ
ス等、町田市の魅力と活力を多くの市民にＰ
Ｒすることを目的とし、年1回町田駅周辺で
開催する農業と産業のフェスティバル。

▶ クラウドファンディング...........................P.12
さまざまな取り組みやアイデアをインター
ネット上で公開することで、その取り組みに
共感した人々から広く支援金を募ることを可
能とする仕組みのこと。
町田新産業創造センターでは、クラウドファ
ン デ ィ ン グ サ イ ト「FA AVO」 と 連 携 し、

「FA AVO 東京町田」のエリアオーナーとし
て、クラウドファンディングにチャレンジ
する創業者、事業者の課題解決の支援を行っ
ている。

▶ 経営力向上セミナー................................P.11
町田商工会議所で開催している経営者のため
のセミナー。起業・創業を希望する方や起業・
創業して間もない方とベテランの経営者との
交流の場としても機能している。

▶ コト・トキ・モノ消費..............................P.33
欲しいものを買う（モノ）だけでなく、そこ
でしか出来ない体験（コト）や特別な時間を
過ごす（トキ）ことを価値とする消費行動。

▶ シェアリングエコノミー...........................P.19
インターネット等を介して、個人間でさまざ
まなものをシェア（賃借や売買や提供）する
こと。一般社団法人シェアリングエコノミー
協会によれば、主に「場所・乗り物・モノ・人・
スキル・お金」の6つに分類される。

▶ 職住近接.......................................................P.32
職場と住居を近付けるライフスタイルのこ
と。長時間通勤や満員電車から解放されるこ
とで時間に余裕が生まれ、ストレスの軽減や
プライベートの充実といったメリットが期待
できる。

▶ 創業スクール...............................................P.11
町田商工会議所が開催している、起業・創業
を希望する方に必要な知識やノウハウの提供
とビジネスプラン策定の支援をするスクール
形式のセミナー。

▶ 第4次産業革命.........................................P.16
内閣府の「日本経済2016－2017」では、18
世紀末以降の水力や蒸気機関による工場の機
械化である第 1 次産業革命、20 世紀初頭の
分業に基づく電力を用いた大量生産である第
2 次産業革命、1970 年代初頭からの電子工
学や情報技術を用いた一層のオートメーショ
ン化である第3次産業革命に続く、新たな技
術革新を指す用語として用いられており、具
体的にはビッグデータや AI、ロボット等の
技術革新がこれに当てはまる。

▶ 多摩都市モノレール................................P.15
多摩センター駅（多摩市）から上北台駅（東
大和市）を結ぶ都市モノレール。全体構想路
線のうち、多摩センター駅から上北台駅間が
2000年1月までに開業済みである。
町田市では、南北方向の移動をしやすくする
ことや、多摩地域における都市間の連携を深
めることを目的に、町田方面延伸の早期実現
に向けた取り組みを行っている。

▶ 多摩ビジネスサポートセンター
　.............................................................................P.12
東京都の補助を活用し、町田商工会議所が
2018 年 4 月に設置した支援組織。多摩地域
の小規模事業者を対象に、専門家派遣などの
経営支援を継続的に実施し、事業の円滑な承
継や持続的発展をサポートしている。

▶ テレワーク.....................................................P.19
情報通信技術等を活用した、場所や時間にと
らわれない柔軟な働き方のこと。

▶ ネット通販.....................................................P.08
個人や事業者により、インターネットを通じ
て行われる通信販売のこと。

▶ ビッグデータ................................................P.16
膨大かつ多様で複雑なデータのこと。大量に
蓄積されたデータに基づき、詳細な分
析を行うことで、売上向上やコスト削減、企
業や社会の課題解決等に活用できる。

▶ ホストタウン.................................................P.15
2020年東京オリンピック・パラリンピック
競技大会の参加国・地域を特定の自治体が応
援し、スポーツだけでなく人的・経済的・文
化的な交流を深めることを目的とした制度。
2019 年 3 月現在、町田市は南アフリカ共和
国のホストタウンに決定しており、毎年7月
18日の「ネルソン・マンデラ国際デー」に、「67
分間」の奉仕活動を行うなど、交流を深めて
いる。

▶ 町田市企業等立地奨励事業
................................................................................P.13
町田市内に新規に立地する企業、または市内
で増設等により規模を拡大する企業に対し、
奨励金を交付する制度。

▶ 町田市トライアル発注認定制度
　.............................................................................P.26
新規性が高く、優れた
使用価値を有する市
内ものづくり事業者
等の製品やサービス
を市が認定する制度。
2018年度末において、
33の製品・サービスが認定されている。

▶ 町田市名産品.............................................P.12
町田市名産品等推奨
委員会が認定する、町
田の特色や農作物を
生かした、郷土色あ
ふれる個性豊かな食
品・お菓子・工芸品。
2 年ごとの認定は 2018 年で 18 回目を迎え、
62品目が登録されている。

用 語 集
G l o s s a r y

※ページ数は初出のみ記載
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▶ まちだ女性創業スクール......................P.11
町田新産業創造センターで開催している女性
にターゲットを絞ったスクール形式のセミ
ナー。出産・育児のために仕事をやめた方や、
子育てがひと段落して自分のスキルを生かし
たい方に対し、起業・創業に向けた知識の取
得及びモチベーションの向上を目的に開催し
ている。2017 年度及び 2018 年度の全国創
業スクール選手権では「創業スクール10選」
に2年連続で選出されている。

▶ 町田新産業創造センター.....................P.09
略 称：M B D A（M a c h i d a B u s i n e s s 
Development Agency）。町田市と町田商工
会議所、株式会社八千代銀行（現きらぼし銀
行）が共同出資し、2013年1月に設立した創
業支援機関。新規性・独創性のある起業・創
業者に対する支援や、市内中小企業の相談・
課題等に対し、事業者に寄り添った支援を
行っている。施設の2階は創業支援のための
フロア、3階は2階に入居する方を支援する
企業のためのオフィスとして活用され、常時
50 ～ 60の企業や個人が活動している。

▶ 町田創業
　～ファーストステップセミナー～
................................................................................P.11
町田新産業創造センターで開催している起
業・創業に関する情報提供や知識習得を目的
としたセミナー。創業の動機付け、モチベー
ションの醸成、交流の場としての役割もあり、
月に4回程度、毎回テーマを変えた内容で、
誰でも気軽に参加できる。

▶ 町田創業
　～ファーストステップ相談会～
................................................................................P.11
町田新産業創造センターで開催している起
業・創業に関する無料の相談会。経験豊富な
専門家による相談対応により、起業・創業の
実現に向けたサポートを行う。

▶ 「まちだのイチオシ！」商品...................P.12
個性豊かな美味し
いお菓子などを集
めた「町田市名産
品」、ものづくり
事業者等の優れた
技術を用いて作ら
れた「町田市トラ
イアル発注認定商品」、新鮮で安心な地元野
菜「まち☆ベジ」といった、町田生まれ・町
田育ちの優れた商品。

▶ 町田私の好きなお店大賞.....................P.26
多くの人から支持され、魅力あるお店作りに
意欲的に取り組んでいる市内の店舗（小売業、
飲食業、サービス業）を町田商工会議所が表
彰する制度。
市内の商業等の活性化と地域経済の発展を図
ることを目的に2005年から毎年実施されて
いる。

▶ まち☆ベジ....................................................P.12
市内の農業者が、農
薬等の基準を守り、
生産記録を付ける等
の 管 理 下 で 生 産 し
た、新鮮・安心・安
全な農作物（野菜・
畜産・園芸等）。町
田の「町」の字をトマトと瓜に見立てたマー
クが目印。

▶ リニア中央新幹線.....................................P.15
最高設計速度 505㎞ /h で走行し、東京・大
阪間を約 1 時間で結ぶ新幹線。現在、2027
年の東京都～名古屋市間の開業に向けて、営
業・整備主体である東海旅客鉄道株式会社（Ｊ
Ｒ東海）によって整備が進められている。
町田市に隣接する相模原市緑区の橋本駅付近
に、「神奈川県駅」が設置される計画となっ
ている。

用 語 集
G l o s s a r y
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